
４月16日「熊本地震の日」は
家庭で日頃の備えを再確認！

　熊本地震の際、電気・ガス・水道
などのライフラインが被災し物資
の供給も停滞しました。このことを
教訓に、発災後の生活に必要な物
をあらかじめ備えておくことが重要
です。

7日間分を目安に、自給自足
できるように準備しておきま
しょう。

　日頃から利用している食料品や生活必需品を少し多めに購入してお
く「日常備蓄」なら、簡単で無駄にならない備蓄ができます。

備蓄品の用意はできていますか？
　災害が起きた瞬間、「いざ」という時に何をどれだけ持って避難すれ
ばいいか、とっさに判断できるものではありません。事前にチェックリス
トで持ち出し品を準備し、持ち出しやすい場所に置いておきましょう。

非常持ち出し袋は用意していますか？

　家具の固定は、今すぐできる地震対
策です。転倒したり移動したりしないよ
うにしっかり固定することで、危険を減ら
すことができます。また、家の中に閉じ
込められないように家具の向きや配置
を工夫したり、窓やガラスに飛散防止
フィルムを貼ることも対策になります。

備蓄品チェックリスト

非常用持ち出し品チェックリスト

無駄にならない日常備蓄を心がけましょう

食料品

衣料品

生活用品

貴重品類

ここが重要！

災害後、取り出しやすく運びやすいようにケースにまとめ、倉庫、物置、
キッチン、押し入れなどいくつかに小分けして保管すると便利です。

ここが重要！

安全かつ迅速に逃げられるよう、両手が使えるリュックサックなどを
「非常用持ち出し袋」として準備し、玄関など避難時にすぐ持ち出しや
すい場所に置いておきましょう。

ここが重要！

□レトルト食品（ごはん・おかゆ等）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップみそ汁
□飲料水

□小銭
□預金通帳
□印鑑
□健康保険証・免許証（コピー）

救急用具
□お薬手帳
□常備薬
□生理用品

非常食品
□長期保存食（乾パン・缶詰など）
□栄養補助食品
□あめ・チョコレート
□飲料水

避難用具
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□予備の乾電池・充電器
□ヘルメット・防災ずきん

生活用品
□厚手の手袋
□毛布
□ライター・マッチ
□ナイフ
□携帯用トイレ
□タオル
□ウェットティッシュ
□マスク
□消毒薬
□体温計
□コンタクトレンズ保存液
□メガネ

□下着・靴下
□長袖・長ズボン
□防寒用ジャケット・雨具

その他
□携帯用カイロ

□給水用ポリタンク
□カセットコンロ
□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップフィルム
□紙皿・紙コップ・割り箸
□簡易トイレ

□水不要のシャンプー
□ビニール袋
□ロープ
□工具セット
□ほうき・ちりとり
□長靴

本市では、市民が安心して暮らすことができる、真に災害に強いまちを実現するため、
令和４年10月１日に「熊本市防災基本条例」を施行しました。
この中で、平成28年熊本地震を通じて得た災害の教訓等を次の世代に伝承するとともに、
防災への関心および理解を深めるため、４月16日を「熊本地震の日」と規定しています。
みなさんもこの機会に、日頃の備えについてチェックしてみませんか。

1チェック項目 2チェック項目

室内の備えはできていますか？
3チェック項目日常の中で

消費

［日常備蓄のイメージ］

なくなる前に
買い出しへ

食べ物や日用品を
多めに買う 少し多めの状態をキープ

　本市周辺には、市内直下を走る立田山断層や益城町付近を走る布田川・日奈久断層帯、また、平成28年熊本地震以降に発見された熊本市街地を通
過しているとみられる水前寺断層等、複数の断層が確認されています。備蓄等の備えに加え、住宅の耐震についても検討しましょう。

費　　用

地震による住宅の倒壊から家族や自らの命、財産を守るとともに、安全で安心なまちづくりを実現するために、次の助成を行っています。
■対象となる住宅
　平成12年５月31日以前に着工したもの（昭和56年6月以降に着工したものは、熊本地震による被害を受けたもの）※その他要件あり。
■内容 【耐震診断】

耐震診断士が現地調査を行い、地震に対する強さを診断します。
【設計改修一括】
「耐震診断」で上部構造評点が1.0未満（耐震性なし）と評価された
住宅に対し、耐震診断士による補強計画設計および耐震改修工事の
工事監理を行う場合、改修工事費の一部を補助します。

※『設計改修一括』については、9月ごろに2次募集を実施する予定です。
　詳しくは、市ホームページまたは住宅政策課へ。

（住宅政策課　☎096-328-2449）

戸建木造住宅耐震化事業

一戸あたり 5,500円

募集戸数 120戸程度（申し込み多数の場合は抽選）

申込期間 4月12日～5月10日まで（当日消印有効） 補 助 額 改修工事費の５分の４以内で上限100万円
募集戸数 40戸程度（先着順）
申込期間 4月19日～7月31日まで（当日消印有効）【耐震診断】【設計改修一括】どちらも申し込みは

申請書と必要書類を原則郵送で〒860-8601住宅政策課へ

　防災リュック間違い探しや、防災スリッパ作り、水消火器射的な
ど、親子で楽しみながら参加できる「防災ヒーロー入団試験」を実
施します。ワークショップを体験するとスタンプが手に入り、3つ
以上集めた方に防災ヒーロー認定書と防災グッズをプレゼント。

　熊本地震当時の被害状況や本
市の復興への取り組み、防災に関
する情報などについてパネルを展
示します。

　最新のさまざまな防
災グッズや防災用品を
展示し、選び方などにつ
いてアドバイスします。
※販売も行います。

 身近なものを使って防災に役立つ実験を
行う「防災エンスショー」を実施。他にも、
ペットを飼う者として事前にできることや避
難所でのマナーといった知識をお伝えする
「ペット防災教室」も開催します。

シェイクアウト訓練にご参加ください

■日時／4月16日（日） 午前10時～午後4時 ■場所／花畑広場 ■入場料／無料

■日時／4月16日（日）午前10時～　1分程度

地震を想定した、その場でできる防災訓練です。次の３つの安全確保行動を行ってください。

①姿勢を低くする ②頭や体を守る ③揺れがおさまるまで動かず待つ

※訓練の合図は、防災行政無線・緊急告知ラジオ・熊本市災害情報メール等でお知らせします。

■対象年齢／５歳以上

防災リュック間違い探し

ペット防災セミナー講師

増子 元美さん防災スリッパ作り

（危機管理防災総室　☎096-328-2490）

防災エンスショー講師

阿部 清人さん
あ　べ　  きよ  と

防災復興パネル展 防災グッズ・防災用品展示・販売

詳しくはこちら↓

3月31日公開予定

ます  こ　  もと  み

「熊本地震の日」周知啓発事業

防災パーク
自助力をつける防災教室防災ヒーロー入団試験
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